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質疑・意見 答弁 
 

○ 海水淡水化センターに隣接するヘリポ

ートの騒音について、近隣の筑紫少女苑

で超低周波音が基準値を超えたという報

道があったが、海水淡水化センターはそ

れよりも近いところにあるので、それ以

上に影響があるのではないかと心配して

いる。 

 ただ、人の生命、安全を守る消防、警

察のヘリポートなので、地元としても協

力するということになっている。海水淡

水化センターとしてもきちんとヘリポー

トとの安全関係については整理をしてや

ってほしいと思っているので、安全対策

について答弁を求める。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 職員10名だけではなく、出入り業者、

視察の方など、企業長の話だと年間5,000
人以上の方が、ヘリポートに隣接する海

水淡水化センターに出入りするというこ

となので、騒音だけに限らず、安全対策

もきちんと関係部局と協議して、安全確

保に努めてほしい。 
 
○ 海水淡水化センターの20年に１度の更

新工事に関しては、昨年の議会で基本設

計の実施、更新の方向性も含めて承認を

した。そのときに海水淡水化施設の是非

 

△ 超低周波音については、人間の耳には

基本的に聞こえず、人体には振動・圧迫

感を与えるおそれがあり、また、室内の

建具などに振動を与えるおそれがあるも

のと認識している。 

 海水淡水化センターの中での実態につ

いて、超低周波音による建具の振動など

はない。また、人体への影響について

は、現在のところ特に何か影響があった

というような報告はないが、人それぞれ

感じ方も違うので、よく分かっていない

というところが現状である。 

 騒音については、海水淡水化センター

に近いところをヘリコプターが飛行した

ときには、やはり音が大きく感じること

がある。これについては、ヘリポートを

所管する国土交通省にこれまでも申入れ

を行ってきた。 

 今回の件を受け、改めて要望する準備を

していたが、福岡市の航空行政を所管す

る福岡市港湾空港局が代表して国のほう

へ要請をするということなので、福岡市

を通して海水淡水化センターでの調査、

測定をしていただくようにお願いしたと

ころである。 

 
 
 
 

 

 

  
 
 
△ まず、今回の更新の検討に当たり、国

内外の海水淡水化についての技術革新、

新技術の調査等を行っている。また、当

企業団の海水淡水化施設の現状調査も行
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質疑・意見 答弁 
についても議論があったが、これについ

ては、もう議論が尽くされたと思ってい

る。 

 しかし、15年経過しても全国的にまだ

海水淡水化の施設があまり普及していな

い原因は何だろうかと考える。日本は急

流があって、川が短くて、ダムの機能が

すごく弱い。世界的に見ても少雨、多雨

の異常気象があるが、少雨の傾向が顕著

になってくれば、理論的には水を生み出

す海水淡水化の技術はすばらしいものだ

と思うし、これから有用性があってしか

るべきだと思っている。しかし、それが

進まない、普及していないということが

すごく疑問である。これが普及し、標準

化していけば、費用も低廉化して、すご

くいいものになってくると思っている。 

 こういう議論は、最初に導入するとき

や20年に１回の設備更新のときなどにし

かできないものではないかと思ってお

り、今回、20年の節目で、ここに立つ議

員として、もう一回この海水淡水化施設

の在り方について整理をする必要がある

と考えている。 

 導入時に、検討委員会で、手法として

逆浸透法を採用された。それに至るまで

にはいろんな方法、例えば、蒸発法と

か、電気透析法とか、いろいろあったと

思うが、なぜ逆浸透法を採用したのか。

それ以後、技術革新等もあって、いろん

な技術が普及している状況の中、いま一

度初心に立ち返って、逆浸透法を選択し

ているということの考え方を整理して説

明願いたい。 

 また、高コストということが今議論とな

っており、今回の説明でもコストに関し

ていろんな低減策を説明されたが、そう

いったことも踏まえて、海水淡水化施設

の在り方について整理した答弁をいただ

っており、建物等については健全であっ

たため、今回は更新時期を迎える機械・

電気設備について、なるべく長く使いな

がら更新を行うこととしている。 

 導入当初の逆浸透法の選定経緯に関し

て、海水淡水化の方式については主に３

種類、蒸発法、電気透析法、逆浸透法が

ある。 

 まず、蒸発法が従来の海水淡水化の主

流な方式で、これは海水を加熱して蒸発

させて、その蒸気を冷やして淡水を得る

という方式であるが、これは海水を蒸発

させるため、かなり大きなエネルギーが

要るので、火力発電所等と併設されるこ

とも多く、主に中東などの産油国でよく

使われる方式と認識している。 

 また、電気透析法は電気分解のような

原理で、陽イオンのみを通す膜と陰イオ

ンのみを通す膜を交互に配置して、両端

から電流を流すことによって塩素イオン

とナトリウムイオンを分離し、淡水と濃

縮海水に分離するという方式である。た

だし、これは塩分濃度が高いと必要なエ

ネルギーが多くなるので、主に海水より

も塩分濃度が低い塩水、いわゆる鹹水

(かんすい)というものに対して使われる

技術であると認識している。 

 最後に、逆浸透法については、真水は

通して塩分は通さない半透膜というもの

を使って、水が浸透する圧力以上の圧力

を海水に加えることによって、海水中の

真水部分だけが半透膜を透過して淡水を

得るという方式である。これが淡水化に

必要なエネルギーが最も少なく、運転コ

ストも少ないという方式であるため、当

企業団でも逆浸透法を採用している。 

 この逆浸透法が現在も主流となってお

り、主な海水淡水化方式の中でも最もエ

ネルギー消費量が少なく、経済的である
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質疑・意見 答弁 
きたい。 

 
 
 
 
○ 今の説明で、海水淡水化の中で、今は

逆浸透法という手法が一番いいというこ

とがよく分かった。それをいかに今後普

及していくかということの努めも企業団

に責務があると思うので、すばらしい技

術、そして、コスト縮減に努めながら、

世界に誇れるような海水淡水化事業を進

めてほしいと思うが、所見を問う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 近年、異常気象の原因とされる地球温

暖化に対する取組が国や全国の市町村で

も意欲的に行われている。 

というふうに認識している。 

 海水淡水化センターについては、コスト

削減の取組を行いながら、しっかりと更

新を進めていきたい。 
 

△ 委員から海水淡水化の普及についての

意見があったが、これは海水淡水化施設

に対する期待と激励であると受け止めて

いる。 

 海水淡水化施設は、言うまでもなく福

岡都市圏の水を安定的に確保するために

必要不可欠な貴重な水源である。また、

この海水淡水化施設には様々な技術とノ

ウハウが詰まっている。例えば、海底の

砂の下から取水する浸透取水、非常に高

い淡水回収率、また、下水処理水と濃縮

海水を混合して放流すること、今現在、

更新のために進めている新技術の導入、

それと、これまで培ってきたノウハウに

基づいた効率的な運用、こういったこと

は全て、この海水淡水化センターの技

術、ノウハウと思っている。 

 コストの問題は海水淡水化施設にとっ

ては永遠の課題かもしれないが、一方

で、気候変動により渇水リスクが増大し

ている中で、天候に左右されず水を作り

出すことができる海水淡水化施設、海水

淡水化技術は、これから日本、世界でま

すます重要になってくると考えている。 

 今後、海水淡水化施設の更新に当たって

は、新しい技術を導入しながら省エネと

効率化を進めていくが、引き続き新しい

技術、新しい視点には常に目を向けなが

ら、この海水淡水化施設を世界に誇れる

ような施設に磨き上げていきたい。 
 
△ 地球温暖化対策については、私ども事

業者においても、より一層の脱炭素化の

取組が求められていると認識している。
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質疑・意見 答弁 
 当企業団でも、さきの用水供給事業促

進対策委員会で、企業長から海水淡水化

のコスト等の削減と同時に、環境負荷の

低減にも配慮するという発言があった。

この地球温暖化対策については水道企業

団でもぜひ取り組んでいただきたいと思

っており、新年度にこの水道企業団の地

球温暖化対策に対する意気込みをお示し

いただきたい。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 相反する課題の中でどう取り組んでい

くかということであるが、今答弁いただ

いたように、やはりこの企業団は、水道

用水を安定的に供給していくということ

が最大の使命である。そういう意味では

海水淡水化の施設もなくてはならない施

設だが、使用電力が大きいという問題も

企業団においても、これまで省エネ機器

の導入、照明のＬＥＤ化、効率的な水運

用などに取り組んできた。今後は、先ほ

ど申し上げた海水淡水化施設の更新にお

ける省エネ化、効率化、また新たに再生

可能エネルギーの導入、例えば、牛頸浄

水場での太陽光発電などの導入の可能性

について検討していきたい。さらには、

再生可能エネルギー由来の電力の購入な

ど、あらゆる手法、あらゆる新技術につ

いても研究、検討していきたい。 

 一方で、私ども企業団は構成団体の皆様

に安定して水を供給するということが使

命なので、そこはしっかりと踏まえなが

ら、やれるところから脱炭素化の取組を

進めていきたい。 
 
△ 企業団において、事業を進める中で、

今までは経費の軽減、効率的な運用とい

うことを一番に念頭において業務に取り

組んできた。しかしながら、今は温暖化

対策や環境負荷軽減という部分で、あら

ゆる手法が新技術で出されている。今ま

では両方の金額を比較して安いほうを取

る、効果的な運用をすることが企業団の

経営に寄与するという判断を行っていた

ことが多かったが、今後は、比較して経

費の差が少なければ、企業団の努力とし

て環境負荷軽減に向けての手法を取り入

れていくという視点を持って経営に臨ん

でいきたい。 
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質疑・意見 答弁 
ある。ここと比例して脱炭素化を進めて

いくというのは本当に難しい課題である

と思うが、期待をしているので、取組を

よろしくお願いしたい。 

 
○ 管路整備事業について、令和４年度末

整備延長が進捗率46.8％、これについて

企業団としてどのように評価しているの

か。 
 
 
 
 
 

○ 進捗率が低くなった要因は何か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 債務負担行為にして発注方法を変える

ことで整備距離が延びるということだ

 
 
 
 
 
△ 事業の期間が半分以上過ぎたところで

進捗率46.8％と若干低い進捗率になって

いると考えている。ただ、これから４年

度以降については、予算を増額し、ま

た、人員も１名増員している。今後、進

捗を上げて加速度的に進めて、計画どお

り８年度の整備完了を目指していきた

い。 

 

△ 要因は４つほどある。送水元である牛

頸浄水場のほうから管路整備を始めてい

るが、どうしても始めの区間は管径が大

きな工事となるので、整備に時間がかか

っている。もう一つが、これまでの区間

はＪＲとか西鉄、河川等の横断箇所が多

くあり、そのときは開削工事ではなく、

推進工事等のトンネル工事を行っている

ので、時間を要している。さらに、この

区間には住宅地や商業をやられていると

ころが近接してあるため、工事の条件等

が厳しくなっている。交通管理者や道路

管理者からも厳しい条件が付され、夜間

工事等が増えるため、地元との調整に時

間を要している。 

 それと、これまでは単年度での工事を

考えていたので、どうしても施工距離が

短い工事を数多く出していた。４年度の

予算では債務負担行為の設定を提出して

おり、債務負担行為を活用し、工事の発

注方法に工夫を加え、効率よく進捗を上

げていきたい。 

 

△ 残り４年間、令和８年度までの計画で

あるが、人員体制を整えて、発注方法も
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質疑・意見 答弁 
が、今まで、元年、２年、３年で1.4キロ

メートル、1.5キロメートル、1.6キロメ

ートルと来ていて、いきなり2.4キロメー

トルとなる。残数を計算すると、令和４

年度末で15.2キロメートルなので、残り

の４年間で17キロメートル整備しなけれ

ばならない。これは１年間に換算すれば

大体４キロメートル以上である。 

先ほど計画どおり進めていくと力強く

宣言されたが、果たしてできるのかとい

う懸念がある。その点についてしっかり

答弁いただきたい。 

 

○ 先ほどの答弁で、地元との調整なども

遅れた要因の一つということだった。整

備距離を年間2.4キロメートルに増やし

て、さらにまた４キロメートルという可

能性もこれから出てくるとなると、また

地元との調整が大変だと思う。今の答弁

で、そこはしっかりやっていくというこ

とだったが、何よりもまず安全が確保さ

れ、地域住人の理解が得られなければな

らないので、計画ありきではあるが、安

全と周囲の理解をしっかり確保した上で

工事に取り組んでいただきたい。 

 

○ 条例改正案について、ミスがあり、平

成24年の地方自治法改正に伴う部分を改

正するとのことであるが、これはどうい

う経緯で発覚したのか。 

 
 
 
 

○ 平成24年の法改正に伴うものが何年も

たって出てきたということで、本当にほ

かは大丈夫なのかと言いたくなるが、さ

らに体制を強化するといったときに、具

体的に、どういうふうにチェック漏れが

見直し、１つの工事の大きさ、発注ロッ

トも大きくして、工事発注前にしっかり

と発注準備、地元への説明などもやった

上で、スムーズに工事が進むように、企

業団全体で進めてまいりたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 議会会議規則を担当職員が確認してい

る中で条ずれに気づき、それが平成24年

の地方自治法改正に伴う改正漏れだった

ので、その自治法改正で、ほかに改正が

ないかということで企業団のその他の条

例を確認し、企業長提出議案である条例

改正にも気づいたものである。 

 

△ まず、今担当職員が１名でやっている

ところを、同じ係のもう一人の職員も確

認するという複数確認に併せて、今まで

は人間の手でやっていたが、来年度予算

でシステムによるチェック機能を導入
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質疑・意見 答弁 
ないようにしていくのか。 

 
 
 
 
○ 海水淡水化施設の更新について、いよ

いよＵＦ膜の省略のバイパス工事に入る

が、私どもは賛同し難いということを、

ずっと発信してきた。 

 そこで、令和３年度の１万トンから５万

トンまでの、１万トンごとの生産した日

数はそれぞれ何日だったのか。３年度は

まだ12月までぐらいしか出ていないと思

うので、12月までで尋ねる。 
 
 
 
 
 
 

○ コストの面、環境負荷の面も工夫して

いるということは分かるが、私たちはダ

ウンサイジングの必要性、そして、県全

体に広げた連携として、北部福岡緊急連

絡管の利用も含めた検討を企業団として

声を上げていただくことを去年も求めて

いる。 

2021年の人口減少があるが、東日本大

震災以上に死者数が年間増えている。気

候危機、環境問題等々を勘案して、今後

の急速に変化する社会を見越しても、や

はり見直しはまだまだ必要である。社会

に暮らす利用者の省エネと節水意識の向

上を現実的な実践も含めて求めていくよ

うな時代になってくる。インフラ整備も

どこまででもやっていくわけではない時

代に入っているので、ダウンサイジング

や北部福岡緊急連絡管の利用について、

これまでのルールとは違う提案をぜひ企

し、法改正に伴う条例の影響箇所を自動

的にメールで配信されるような仕組みが

あるので、そういうことで漏れなくやっ

ていく。 

 

△  海水淡水化センターの運転について

は、筑後川の流況がよいときには、水利

権の範囲内で筑後川からの取水を増量し

て海水淡水化の運転を抑制する、コスト

削減の効率的運用に取り組んでいる。 

 今年度については、春先には渇水の傾

向が見られたため、海水淡水化のフル運

転の準備などを行ってきた。 

 令和３年４月から12月までの生産水量

別の運転日数については、まず、日量１

万トンの運転が２日間、日量２万トンの

運転が162日間、日量３万トンの運転が1

11日間で、４万トン、５万トンの運転は

なかった。 
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質疑・意見 答弁 
業団からもしていただきたい。 

 
○ 海水淡水化施設に隣接する雁の巣のヘ

リポートについて、県警の大型ヘリも既

に導入されている。私も騒音に対する懸

念は持っていて、いろんな市民団体と共

に調査の状況を注視してきた。働いてい

る方のストレス軽減にしっかりと声を上

げていただきたい。 

地域の安全に関する取決めや共有状況

についてなども議会への報告が必要と考

えており、現状、地域の状況も含めて、

もう一度説明を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  牛頸浄水場の維持管理の強化につい

て、４年度から情報収集システムと塩素

注入設備の遠隔操作等を行う設計をする

とのことで、セキュリティーに関しても

二重三重のものが必要と考えるが、説明

を求める。 

 

○ 災害や事故等での誤作動を防ぐ対策、

効率化に向けた一連の取組の中で様々な

パターンを想定して、想定外ということ

がないようにセキュリティーなどしっか

りと検討するよう求める。 

 

○ 五ケ山ダムの上流に林野庁が埋設する

２，４，５のトリクロロフェノキシ酢酸

の対応について、報道でも流れ、住民や

 
 
△ 海水淡水化センターにおける、ヘリポ

ートに関する危機管理についてお答えす

る。 

 令和２年３月26日に、海水淡水化セン

ターの隣で奈多ヘリポートが供用開始し

た。ヘリコプターが常時運航するという

ことで、部品の落下などの事故が考えら

れるが、そういった事故があった際に

は、ヘリポートの管理会社から海水淡水

化センターへ直接連絡をもらうという体

制を取っている。これまで特にそういう

連絡はないが、そういう連絡体制を築く

ことで危機管理の対策を取っている。 

 また、令和２年11月には、そのヘリポ

ートと海水淡水化センター、南側の航空

管制部など周辺の事業者で構成する地元

の連絡協議会が発足し、その中で、ヘリ

ポートとの直接連絡だけではなく、周辺

の事業者とも情報共有ができる体制を整

えている。 

 

△ 両方とも今から検討していくものであ

るが、当然、外部からの不正なアクセス

を防いだりするようなセキュリティーに

ついてはしっかり検討していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 五ケ山ダムの上流に埋まっている２，

４，５－トリクロロフェノキシ酢酸、通

称２，４，５－Ｔ除草剤については、当
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水源利用者などに意識が少しあって、私

たちのところにも質問などが寄せられて

いる。 

 半世紀前には想定されていなかった災

害の実態を踏まえ、急速な対策が求めら

れて、林野庁では周辺に飛散しないよう

に掘削や撤去、そして、最終的には無害

化処理できるような技術や手法について

検討、調査をしていくという考えを示さ

れているが、企業団としての何らかの動

きや考え、対応について、改めて問う。 

  
 
 
 

○ 化学物質の問題として、水道管の塗料

の問題もあった。水の質の問題、環境の

問題、これは人の健康に大きく影響して

くる。水の星であるこの地球、山と川と

海はつながっていて、昨今、ワンヘルス

と言われるように、環境問題と人の健康

が直結して、全て丸ごと見ていかないと

いけないということがあるので、水の安

全に関して今後ともしっかりと声を上げ

てほしい。 

 それから、管路整備と耐震、約半分の

期間も終わり、加速するということだ

が、これも十分な安全対策をして進めら

れたい。 

 最後に、私たちが対応をし切れていな

い放射性物質に関して、原子力災害の対

応も昨年から求めてきた。せめて職員用

のヨウ素剤の準備だけでもしたらどう

か。重要な業務を継続するための対応は

必要だと思う。 

  

企業団では平成４年より関係利水者であ

る福岡市、那珂川市、春日那珂川水道企

業団と連携して、国の林野庁に対して、

この２，４，５－Ｔ除草剤の移設、また

は無害化処理及び安全確認等について要

望を繰り返し行ってきたところであり、

今年度より、林野庁において撤去するこ

とを念頭に、周辺に飛散しないような状

態で掘り起こして、最終的には無害化処

理するといった技術的な可能性の調査、

検討を始めていると聞いている。 

 水源地域の不安を払拭するために、引

き続き関係利水者と連携して国にしっか

りと要望していきたい。 

 

△ 様々な災害に対する対応に関して、今

の企業団の動きについて説明する。 

 今年度、企業団では、地震に関するこ

とをテーマにしたＢＣＰを作成中であ

る。この地震に対するＢＣＰができて

も、これをさらにブラッシュアップして

いくために、次年度以降も取り組んでい

くし、また、状況に応じてほかの項目に

ついても必要があれば検討していく。 

 地震やいろんなリスクがあるが、どの

ような状況にあっても、私たちはエッセ

ンシャルワーカー、水を常に届けなけれ

ばならないという大切な使命を担ってい

るので、その点においても自覚と責任を

持って業務を行い、皆様に安定した用水

供給を行えるように取り組んでいきた

い。 

 

 

 

 

△ 先ほど海水淡水化施設のダウンサイジ

ングに関して、北部福岡緊急連絡管につ

いてのご意見があったが、この緊急連絡
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管は、地震等の災害、水道施設の事故、

またはテロ等、緊急的な場合に、北九州

市と福岡都市圏を相互に水道用水を融通

する目的で整備されている。例えば、北

九州市で地震、テロなどが起こった場合

は、福岡都市圏から水を送るということ

になる。したがって、この緊急連絡管は

海水淡水化施設の代わりになるものでは

ない。 

  それと、人口減少の件について、まだ

まだ福岡都市圏は人口が増えており、ま

だ二十数年、2045年までは現状と人口は

変わらない。つまり、都市圏の水需要は

まだまだ変わらないということを踏ま

え、この海水淡水化の５万トンの能力を

含めた企業団の施設能力、送水能力はし

っかりと維持していかなければならない

と考えている。 
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